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活動スタート 

2004年 講義準備 
講義の目的 
 
講義資料作成 
       ・いわゆる「教科書」としない 
   ・講師自身の経験がある分野を担当 
   する 
   ・講義の1/3程度を実績の紹介に 
   ・小レポート課題は講義内容の試験 
   問題ではない      
       
 

2005年 講義開始 

以下、 
「科目」、「講義」について報告 
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「環境」に関する科目の変遷 
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2008年度：従来の2科目30講義の中から選択、1科目15講義で実施 
2009年度：講義内容を再編成 地球環境、廃棄物問題を中心に新講師による 
       講義を充実 
2011年度：廃棄物関連でリサイクル施設見学を導入 
2012年度：リサイクル施設管理者を講師とする「講義・見学・討論」を２講義 
       として導入 
2013年度：受講者少なく開催中止 

担当講師の変遷 
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講義延32名が参加 
2005年のﾒﾝﾊﾞｰで残っているのは 
  堀中：「ごみ処理」ﾃｰﾏで継続 
  服部：「ﾘｻｲｸﾙ」ﾃｰﾏで継続 
   C  ：「ﾊﾞｵﾏｽ」ﾃｰﾏで継続 

講師退任理由は様々 
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担当講義（継続テーマ）の変遷 
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2005～2007年度：化学物質問題の一つとして講義内容を構成 
2008年度：科目統合により、講義内容を廃棄物問題に拡大し、ダイオキシン類に 
       ついてはその一部として取り入れ 
2009年度：科目内容を地球環境、廃棄物問題に集約 これに伴い講義内容を 
       「都市ごみ処理」に特化し、歴史、行政システム、処理技術など全般 
       にわたる情報を提供（～2013年） 
2013年度：受講者少なく講義中止 
 
以下のスライドでその詳細を報告  

2005､2006年度 ごみ焼却設備のダイオキシン対策 
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ダイオキシン問題を理解するための基礎
的な知識を盛り込む 
 
環境省より入手したパンフレットを配布 
 
話題提供：大阪市清掃局舞浜清掃工場 
       の写真（マスコミでそのデザイ 
       ン、建設コストが議論の的） 
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2007年度 ダイオキシン類にみる化学物質対策 
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第２７回残留性有機ハロゲン系汚染物
質国際シンポジウムが東京で開催 
 
POPsに関するパンフレットを環境省より
入手して配布 
 

測定技術について、環境計量士（環境
カウンセラー）よりレクチャーを受け、
資料作成 
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2008年度 一般廃棄物処理における焼却処理 

科目の統合・縮小に伴い、廃棄物関係
の講義を一部廃止 
 

対象をごみ処理施設に絞り、ダイオキ
シン関連の内容を縮小 
 

講師が関わった流動層技術と流動炉に
ついての解説を付加 
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2009年度 多様化した都市ゴミ処理 

科目内容を再編成に伴い講義名変更、 
目次変更 
 

循環型処理技術の先駆的な技術開発を
追記 
 
「循環型社会」関連の内容を追加 
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2010年度 多様化した都市ゴミ処理 

講義資料は2009年度と同じ 
 
討論用資料：「考えてみよう 
        日本のごみ処理の 
        あり方」（例として３ 
        ページを掲示） 
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2011年度 多様化した都市ゴミ処理  

11 

講義資料は2009年度と同じ 
 

自治体財政逼迫、被災処理施設、
震災廃棄物、放射性廃棄物など問
題が山積 ― 事業運営 
 

小レポートの回答については、（例
年）匿名として集約し、回答者全員
にフィードバック 

2012年度 多様化した都市ゴミ処理   
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講義資料は2009年度と同じ 
 
 
 
報告資料：講師の現地見聞記 
       （これからの問題を 
        提起） 

仙台市荒浜処理場 
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2013年度 多様化した都市ゴミ処理 ー 講義取り止め  
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講義資料は2009年度と同じ 
 
話題提供：東電原発事故により放出された放射性物質に汚染 
       された廃棄物の焼却処理についての研究情報 
       （化学工学会第48回関東技術サロン講演資料から） 

環境省ＨＰより 

自己点検ー出来たこと、出来なかったこと 

科目（世話人として） 
・サブネームの変更ーより具体的な内容表示 

・講義テーマの絞込みー地球環境、廃棄物へ 

・見学講義の導入ー現場主義の一環 

・シラバスの表現不足 

・生物・生態系への展開不足 
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講義（「ごみ処理」の講師として） 

・資料説明からの脱皮ー資料の事前配布を踏まえて 

・社会システムとして理解してもらえる内容 

・タイムリーな話題提供ー背景を踏まえた現状認識のために 

・補助教材の使用ー「ごみレポ23」（東京二十三区清掃一部事務組合）など 

・情報所在場所・参考図書・文献の紹介 

広報の重要さ 
↓ 

受講者が増えてこそ講
師のやりがいが増す 
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謝辞 

 この度の奨励賞、心より御礼申し上げます。 

 また、このささやかな活動について発表の機会をいただき 

 有難うございました。  

 長きにわたり「社会人教育」という活動の場を提供いただいた 

 開講機関と連携機関に感謝します。 

 また、意欲溢れる受講者に感謝します。皆様の熱意に後押し 

 され講師自身が学びを継続することが出来ました。 まさに

「社会人（共）教育」です。 
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